








3.3　2014年 ２ 月28日の事例
　一つ目の事例の翌々日にあたる2014年２月28日は、前
橋地方気象台における日照時間が9.2時間を記録した晴天
日であり、日最多風向が北北西、日平均風速が4.4m/s、
日最大風速は8.6m/s（14時02分；風向は北北西）であっ
た。図３⒝に28日９時の地上天気図を示すが、南北２つ
の低気圧（南側は９時までに消滅）が日本付近を通過し、
冬型の気圧配置に移行した。９時に関東の南に掛かる停
滞前線の影響で、前橋では４時頃まで弱い降水があった。
以降は止んだものの一日を通して雲量は多かった（日平
均雲量9.5）。ただし前述の通り日照時間は9.5時間と長く、
日中の雲は薄曇が主であった。風は８時前後から北西～
北北西の風がほぼ一日を通して吹いており、すなわち関
東平野北西部では山越え気流が卓越していた。図４の黒
線が28日の前橋の気温 ・ 相対湿度を示す。28日の前橋の
気温日較差は26日に比べ小さいが、日最高気温は28日の
方が高い（15.5℃）ものの朝方の気温も高いことから、
28日は前日からの暖気が残り朝方の気温が下がらなかっ
たことと、日中の雲量の多さが影響したと考えられる。
また、７時から８時にかけて気温が4.7℃／時の割合でや
や急激に上昇し、同時に相対湿度が22％／時の割合で低
下したのが特徴的である。おおよそこの時間帯を境に北
西寄りの山越え気流が顕著になることから、これらの関
連性が示唆される。
　28日９時の鉛直プロファイル（図７）を見ると、750hPa
面を境に下層の湿った気層と上層の乾いた気層に分けら
れ、この特徴は日本海側の輪島も太平洋側の館野も共通
している。館野の1000hPa 以下の地上付近はほとんど飽
和しており、雲が存在すると考えられる。また、輪島と
館野の温位プロファイルを比較すると、例えば290K が輪

島では約800hPa に位置するのに対し館野では約900hPa
と、高度にして約1000ｍの差がある。このことは、日本
海側と太平洋側で温位の水平勾配が大きいことを示唆し
ており、このような特徴は1000～400hPa 層において見ら
れる。
　図８は、28日における山地斜面に沿った気温、相対湿
度、温位のアイソプレスである。気温（図８a）や相対湿
度（図８b）は日本海側斜面と太平洋側斜面でコントラ
ストが大きく、日本海側では低温高湿、太平洋側では高
温低湿となっている。太平洋側では８時以降日中を中心
に、低標高ほど高温低湿となる分布を示している。温位
の分布（図８c）を見ると、日中の斜面上はどちらの斜面
も高度によらず等温位に近いが、太平洋側と日本海側の
温位差が大きく、太平洋側は約10Ｋも高い。斜面と平野

図 ７　�2014年 ２ 月28日 ９ 時における輪島（実線）および
館野（破線）の鉛直プロファイル。⒜は（図中右
寄りから）気温と露点温度、⒝は（左寄りから）
温位、相当温位、飽和相当温位を示す

⒜ ⒝

図 ８　�2014年 ２ 月28日における、上信越山岳域観測デー
タによる⒜地上気温、⒝相対湿度および⒞温位の
アイソプレス。縦軸は図 ２と同様。矢印は測線に
近い気象台 ・アメダスの地上風時別値を示す
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部の温位を比較すると、日本海側では平野部の方がやや
低温位であり、一方で太平洋側では平野部の方がやや高
温位となっていて、図２で見られた冬期平均の特徴に類
似している。しかし、28日の温位分布は冬期平均に比べ
て日本海側と太平洋側のコントラストが強調されている。
地上風を見ると、太平洋側では斜面がおおよそ等温位と
なる時間帯 ・ 高度で平野向きのやや強い風が観測されて
おり、斜面下降風とそれに伴う断熱昇温が示唆される。
一方、日本海側斜面の風は、一日を通して静穏である。
これらのことから、28日の山越え気流は８時以降日中に
かけて、日本海側下層のブロッキングとそれに伴い太平
洋側斜面に沿って吹き下ろす力学的フェーンの特徴を備
えていたと推測される。

　図９⒜は、前橋地方気象台の観測値で急激な昇温およ
び相対湿度の低下が見られた直後の28日８時における地
上気温 ・ 風の分布であり、図９⒝は28日７時から８時ま
での１時間に地上気温がどれだけ上昇したかを示してい
る。これらの図は気象庁気象官署 ・ アメダス地上観測値
に基づいているが、地上気温や地上気温差については上
信越山岳域高密度気象観測プロジェクトの地上観測点（図
中の四角）での気温データも利用して作成した。28日８
時の地上気温（図９ a）を見ると、高温な領域が利根川
の谷筋から関東平野北西部にかけて、北西－南東方向に
のびるように広がっている。この高温域は、北西寄りの
地上風が比較的強く吹いている領域と対応している。ま
た、図９⒝に示した前１時間の気温上昇量が2 ℃／時を
超える領域とよく一致しており、山越えの斜面下降風に
伴うフェーン現象が起こったと考えられる。埼玉県中部
においては、28日８時の気温が12℃を超え、気温上昇量
も4 ℃／時を超えており特に昇温が著しい。図９⒜の地
上風を見ると、利根川の谷を抜けた地上風が埼玉県中部
付近で水平方向に大きく発散しているようにも見える。
いわゆる浅いフェーンの影響が加わったためにこの領域
で特に昇温が著しくなった可能性もあるが、さらなる調
査が必要であろう。

４ ．まとめ

　本研究では、2013/14年冬期の関東平野北西内陸域にお
いて、日中に顕著な高温となった２事例における山岳斜
面に沿った地上大気場の特徴を、我々が展開した地上観
測データを利用して明らかにすることを目的とした。移
動性高気圧の勢力下にあり山越え気流の卓越しなかった
2014年２月26日と、冬型の気圧配置で山越え気流の卓越
した2014年２月28日の２事例について調べ、26日は高気
圧による沈降流と斜面に沿った背の低い谷風循環、28日
は風上側のブロッキングに伴う力学的フェーンが見られ
ると推測された。
　山岳斜面やその周辺の大気の振る舞いがどのようになっ
ているのか、また測線に選んだ谷筋がアルプスで見られ
る浅いフェーンのような特徴を持つのかといった疑問を
検討するには、数値モデルを併用して調査することが有
効である。さらに、本研究は山越え気流が卓越した事例
としなかった事例それぞれ１事例のみの解析であり、明
らかになった特徴が一般的であるかはさらなる事例解析
や統計解析が必要である。これらについては今後の課題
としたい。

図 ９　�⒜2014年 ２ 月28日 ８ 時における地上気温（等値
線；℃）と地上風（矢印）、および⒝28日 ７ 時から
８時にかけての地上気温上昇量（℃／時）の分布
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冬季山越え気流吹送時の山地斜面に沿った温位分布の特徴（渡来・重田・中川）
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